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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光を生成する光源ユニットと、
前記光をガイドし、対向する両側面において内部に向かうように陥没された溝を含む導光
板と、
収納空間を定義する底面及び複数の側壁、前記側壁の一部が前記溝の方向に折れ曲がり当
該溝と結合する第１突出部を含む収納容器と、を含むことを特徴とするバックライトアセ
ンブリ。
【請求項２】
前記収納容器は、伝導性金属を含むことを特徴とする請求項１に記載のバックライトアセ
ンブリ。
【請求項３】
前記収納容器に結合するモールドフレームをさらに含むことを特徴とする請求項１または
請求項２に記載のバックライトアセンブリ。
【請求項４】
前記モールドフレームは第１締結部を含み、
前記収納容器は前記第１締結部に結合する第２締結部を含むことを特徴とする請求項３に
記載のバックライトアセンブリ。
【請求項５】
前記第１締結部は第２突出部を含み、
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前記第２締結部は前記第２突出部と結合するホールを含み、
前記ホールは前記収納容器の前記側壁に形成されることを特徴とする請求項４に記載のバ
ックライトアセンブリ。
【請求項６】
前記導光板上に配置される光学シートをさらに含むことを特徴とする請求項１乃至請求項
５のいずれかに記載のバックライトアセンブリ。
【請求項７】
前記光学シートは第１固定部を含み、
前記収納容器は前記第１固定部と結合する第２固定部を含むことを特徴とする請求項６に
記載のバックライトアセンブリ。
【請求項８】
前記第１固定部は前記導光板の側壁から外部に突出することを特徴とする請求項７に記載
のバックライトアセンブリ。
【請求項９】
光を生成する光源ユニットと、
前記光をガイドし、対向する両側面において内部に向かうように陥没された溝を含む導光
板と、
前記光の入力を受けて画像を表示する表示ユニットと、
収納空間を定義する底面及び複数の側壁、前記側壁の一部が前記溝の方向に折れ曲がり当
該溝と結合する第１突出部を含む収納容器と、を含むことを特徴とする表示装置。
【請求項１０】
前記収納容器は、伝導性金属を含むことを特徴とする請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
前記表示ユニットは、前記画像を表示する表示パネル及び前記表示パネルと接続される印
刷回路基板を含むことを特徴とする請求項９または請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
前記収納容器は、前記印刷回路基板を支持するために前記収納容器の背面から突出する印
刷回路基板支持部をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
前記印刷回路基板をカバーするために前記収納容器の下に配置される印刷回路基板カバー
をさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載の表示装置。

                                                                                
      
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は平板表示装置に関するものであり、より詳細には、平板表示装置の全体大きさと
重みを最少化することができる平板表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
最近、情報処理機器は多様な形態、多様な機能、より高速の情報処理速度を有するように
急速に発展している。このような情報処理装置で処理される情報は電気信号の形態を有す
る。使用者が情報処理装置で処理された情報を目で確認するためにはインターフェース機
能を有するディスプレー装置を必要とする。
【０００３】
最近、ＣＲＴ方式のディスプレー装置に比べて、軽量、小型でありながら、フル－カラー
、高解像度化などの機能を有する液晶表示装置の開発が進んでいる。その結果、液晶表示
装置は代表的な情報処理装置であるコンピュータのモニター、家庭用壁掛けテレビ、それ
以外の情報処理装置のディスプレー装置として広く使用されることになった。
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【０００４】
液晶表示装置は、液晶の特定の分子配列に電圧を印加して異なる分子配列へ変換させ、こ
のような分子配列により発生する液晶セルの複屈折性、旋光性、２色性及び光散乱特性な
どの光学的性質の変化を視覚変化へ変換することで、液晶セルによる光の変調を利用した
ディスプレーである。
【０００５】
図１は一般的な液晶表示装置を概略的に示した分解斜視図であり、図２は図１に示した液
晶表示装置の結合構造を示す断面図である。
【０００６】
図１と図２に示すように、一般的な液晶表示装置１００は前面ケース１１０、トップシャ
ーシ１２０、液晶表示モジュール１３０、ボトムシャーシ１４０、ボトムモールドフレー
ム１５０及び背面ケース１６０とを含む。
【０００７】
液晶表示モジュール１３０は光を発生するバックライトアセンブリ１３４、ミドルモール
ドフレーム１３３及びバックライトアセンブリ１３４から射出される光により画像を表示
するディスプレーユニット１３２を含む。特に、ディスプレーユニットは液晶表示パネル
１３２ａ、データ及びゲートＰＣＢ（印刷回路基板）１３２ｆ、データ及びゲートテープ
キャリアパッケージ１３２ｅ、１３２ｄとを含む。
【０００８】
より詳細には、液晶表示パネル１３２ａはマトリックス状の薄膜トランジスターが形成さ
れている透明なガラス基板である薄膜トランジスター基板１３２ｂとこれに対向するカラ
ーフィルタ基板１３２ｃ及び液晶（図示せず）を含む。
【０００９】
カラーフィルタ基板１３２ｃは光が通過すると所定の色が発現される色画素であるＲＧＢ
画素が薄膜工程により形成された基板である。カラーフィルタ基板１３２ｃの前面にはＩ
ＴＯから成る共通電極が塗布されている。
【００１０】
前述した薄膜トランジスター基板１３２ｂのトランジスターのゲート端子及びソース端子
には電源が印加されて薄膜トランジスターがターンオンされると、画素電極とカラーフィ
ルタ基板の共通電極との間には電界が形成される。このような電界により薄膜トランジス
ター基板とカラーフィルタ基板の間に注入された液晶の配列角が変化し、変化した配列角
に従って光透過率が変更されて所望の画素を得ることになる。
【００１１】
一方、前記液晶表示パネルの液晶の配列角と液晶が配列される時期を制御するために、薄
膜トランジスターのゲートライン及びデータラインに駆動信号及びタイミング信号が印加
される。
【００１２】
ディスプレーユニットの下には前記ディスプレーユニットに均一な光を提供するためのバ
ックライトアセンブリ１３４が具備されている。バックライトアセンブリ１３４には、光
を発生させるためのランプユニット１３４ｃ、１３４ｄ、光をディスプレーユニット側に
案内しながら光の経路を変更するための導光板１３４ｂ、導光板１３４ｂから射出される
光の輝度を均一にするための複数個の光学シート１３４ａ及び前記導光板１３４ｂの下で
導光板から漏洩される光を導光板に反射させて光の効率を高めるための反射板１３４ｅが
含まれる。
【００１３】
バックライトアセンブリ１３４は収納容器であるボトムシャーシ１４０に順に収納され、
一方前記ボトムシャーシ１４０はボトムモールドフレーム１５０に結合される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
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本発明の目的は、上述した構成及び結合構造を有する平板表示装置の全体的な大きさと重
さを最少化することができ、これにより製品生産原価を最少化することができる平板表示
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
上述した目的を達成するための本発明によるバックライトアセンブリは、光を生成する光
源ユニットと、前記光をガイドし、第１支持部を含む導光板と、収納空間を定義する底面
及び複数の側壁、前記第１支持部と結合する第２支持部を含む収納容器と、を含み、前記
収納容器は、伝導性金属を含む。
【００１６】
前記第１支持部は、前記導光板の側面において内側に陥没された溝であり、前記第２支持
部は、前記収納容器において内側に突出した突出部であってもよい。
【００１７】
前記第１支持部は、前記導光板の側面において外側に突出した第１突出部であり、前記第
２支持部は、前記収納容器において外側に突出した第２突出部であってもよい。
【００１８】
前記収納容器に結合するモールドフレームをさらに含んでもよい。
【００１９】
前記モールドフレームは第１締結部を含み、前記収納容器は前記第１締結部に結合する第
２締結部を含んでもよい。
【００２０】
前記第１締結部は突出部を含み、前記第２締結部は前記突出部と結合するホールを含み、
前記ホールは前記収納容器の前記側壁に形成されてもよい。
【００２１】
前記導光板上に配置される光学シートをさらに含んでもよい。
【００２２】
前記光学シートは第１固定部を含み、前記収納容器は前記第１固定部と結合する第２固定
部を含んでもよい。
【００２３】
前記第１固定部はホールを含み、前記第２固定部は前記ホールと結合する突出部を含み、
前記突出部は前記収納容器の前記側壁の上面に形成されてもよい。
【００２４】
前記第１固定部は前記導光板の側壁から外部に突出してもよい。
【００２５】
前記第２支持部は、前記収納容器の一部分を折り曲げて形成されてもよい。
【００２６】
また、上述した目的を達成するための本発明による表示装置は、光を生成する光源ユニッ
トと、前記光をガイドし、第１支持部を含む導光板と、前記光の入力を受けて画像を表示
する表示ユニットと、収納空間を定義する底面及び複数の側壁、前記第１支持部と結合す
る第２支持部を含む収納容器と、を含み、前記収納容器は、伝導性金属を含む。
【００２７】
前記表示ユニットは、前記画像を表示する表示パネル及び前記表示パネルと接続される印
刷回路基板を含んでもよい。
【００２８】
前記収納容器は、前記印刷回路基板を支持するために前記収納容器の背面から突出する印
刷回路基板支持部をさらに含んでもよい。
【００２９】
前記収納手段の背面には部分的に突出される一つ以上の第１接地部を含むようにしてもよ
い。
【００３０】
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前記印刷回路基板をカバーするために前記収納容器の下に配置される印刷回路基板カバー
をさらに含んでもよい。
【発明の効果】
【００３１】
このような平板表示装置によると、ボトムシャーシがバックライトアセンブリを収納する
機能まで担当することにより、平板表示装置の製造原価を最少化することができ、バック
ライトアセンブリを収納するボトムモールドフレームの削除による軽量化を図ることがで
きる。
【００３２】
本発明によると、従来のボトムモールドフレームが担当したバックライトアセンブリの収
納機能をボトムシャーシが代ることにより、ボトムモールドフレームの使用を排除させる
ことができるために、平板表示装置の製造原価を最少化することができ、ボトムモールド
フレームの削除による軽量化を図ることができる。
【００３３】
また、ボトムシャーシ背面に相対的に熱伝導性が低いボトムモールドフレーム使用を排除
することにより、ランプユニットから発生される熱が優れる熱伝導性を有したボトムシャ
ーシにより外部に容易に発散されることができるために、熱による液晶表示装置の品質不
良を改善させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】従来の液晶表示装置を概略的に示した分解斜視図である。
【図２】図１に示した液晶表示装置の結合構造を示した断面図である。
【図３】本発明の実施形態による液晶表示装置の分解斜視図である。
【図４】図３に示した光学シートを示した平面図である。
【図５】図３に示した導光板の構造を具体的に示した斜視図である。
【図６】本発明の一実施形態によるボトムシャーシの支持部材の構造を示した図である。
【図７】本発明によるバックライトアセンブリ装置の結合構造を具体的に示した分解斜視
図である。
【図８】図３に示したモールドフレームの背面構造を示した背面図である。
【図９】図３に示したモールドフレームの内面構造を示した図面である。
【図１０】図６のボトムシャーシと図９のモールドフレームが結合された状態を示す部分
断面図である。
【図１１】本発明の他の実施形態によるボトムシャーシの構造を示した斜視図である。
【図１２】図３の反射板と図１１の導光板の取付構造を示した図面である。
【図１３】図６のボトムシャーシの背面構造を説明するための図である。
【図１４】図６のボトムシャーシの背面構造を説明するための図である。
【図１５】図１０のボトムシャーシに対応するモールドフレームの背面構造を示した背面
図である。
【図１６】図５のバックライトアセンブリの収納及び固定構造を示すための図面である。
【図１７】図５のディスプレーユニットの収納及び固定構造を示すための図面である。
【図１８】図１５のＰＣＢカバーを説明するための斜視図である。
【図１９】ボトムシャーシと結合された統合ＰＣＢの構造を説明するための図である。
【図２０】本発明のまた他の実施形態によるボトムシャーシの支持部材の構造を示す図面
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
以下、図面を参照して本発明の望ましい一実施形態をより詳細に説明する。
【００３６】
図３は本発明による平板表示装置を説明するための分解斜視図として、特に液晶表示装置
を例を挙げて説明する。
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【００３７】
図３に示すように、本発明による液晶表示装置はフロントケース２００、画像信号が印加
され画像を表示する液晶表示モジュール３００及びリアケース４００を含む。
【００３８】
フロントケース２００とリアケース４００は合体され、前記した液晶表示モジュール３０
０を収納する。
【００３９】
液晶表示モジュール３００はトップシャーシ３１０、ディスプレーユニット３２０、モー
ルドフレーム３３０、光学シート３４０、導光板３５０、反射板３６０及びボトムシャー
シ３７０とを含み、外部から提供される画像信号に応答して一定した画像をディスプレー
する。
【００４０】
より詳細には、トップシャーシ３１０はフロントケース２００とディスプレーユニット３
２０との間に配置される。
【００４１】
ディスプレーユニット３２０は液晶表示パネル（３２１，３２２）ゲート側テープキャリ
アパッケージ３２３（以下、ＴＣＰと称する）、データ側ＴＣＰ３２４及びパネル駆動用
印刷回路基板（以下、統合ＰＣＢと称する）３２５とを含む。ここで、液晶表示パネルは
カラーフィルタ基板３２１と薄膜トランジスター基板３２２及び液晶（図示せず）を含む
。
【００４２】
薄膜トランジスター基板３２２はマトリックス状の薄膜トランジスターが形成されている
透明なガラス基板である。薄膜トランジスターのソース端子にはデータラインが連結され
、ゲート端子にはゲートラインが連結される。かつ、ドレーン端子は透明な導電性材質で
あるインジウムティンオキサイド（ＩＴＯ）より成る画素電極を用いて形成される。
【００４３】
データライン及びゲートラインに電気信号を入力すると、各々の薄膜トランジスターのソ
ース端子とゲート端子に電気信号が入力され、この電気的な信号の入力に従って薄膜トラ
ンジスターはターンオンまたはターンオフされて、ドレーン端子を介して画素形成に必要
な電気信号が出力される。
【００４４】
前記薄膜トランジスター基板３２２に対向してカラーフィルタ基板３２１が具備されてい
る。カラーフィルタ基板３２１は光が通過すると所定の色が発現される色画素であるＲＧ
Ｂ画素が薄膜工程により形成された基板である。カラーフィルタ基板３２１の前面にはＩ
ＴＯから成る共通電極が塗布されている。
【００４５】
前述した薄膜トランジスター基板３２２のトランジスターのゲート端子及びソース端子に
は電源が印加されて薄膜トランジスターがターンオンされると、画素電極とカラーフィル
タ基板の共通電極との間には電界が形成される。このような電界により薄膜トランジスタ
ー基板３２２とカラーフィルタ基板３２１の間に注入された液晶の配列角が変化し、変化
した配列角に従って光透過率が変更されて所望の画素を得ることになる。また、前記液晶
表示パネルの液晶の配列角と液晶が配列される時期を制御するために、薄膜トランジスタ
ーのゲートライン及びデータラインに駆動信号及びタイミング信号が印加される。
【００４６】
統合ＰＣＢ３２５にはゲート側ＴＣＰ３２３に接続され液晶表示パネルのゲートラインを
駆動するための駆動回路と、データ側ＴＣＰ３２４に接続され液晶表示パネルのデータラ
インを駆動するための駆動回路が共に実装される。
【００４７】
即ち、ゲート側ＴＣＰ３２３にはゲートラインを駆動する信号を液晶表示パネルに提供す
るための配線パターンなどが実装される。また、統合ＰＣＢ３２５はデータ側ＴＣＰ３２
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４を通じて液晶表示パネルの一側にのみ結合される。
【００４８】
一方、統合ＰＣＢ３２５は各々のＰＣＢにより構成されているゲートＰＣＢ及びデータＰ
ＣＢの駆動回路を一つのＰＣＢに統合して構成されるために、高密度の実装技術を必要と
する。ここで、チップオングラス（ＣＯＧ：ＣｈｉｐｏｎＧｌａｓｓ）方式を適用してゲ
ート及びデータ駆動回路の部品をパッケージ状態ではないチップ又は部品状態でボード上
に直接的にワイヤボンディング（ｗｉｒｅｂｏｎｄｉｎｇ）又はバンプ（ｂｕｍｐ）利用
の型式で実装することができる。
【００４９】
示したように、液晶表示パネルのソース側にはデータ駆動信号の印加時期を決定する可撓
性印刷回路基板の一種であるデータ側ＴＣＰ３２４が取付けられ、ゲート側にはゲートの
駆動信号の印加時期を決定するためにゲート側ＴＣＰ３２３が取付けられている。
【００５０】
液晶表示パネルの外部から画像信号の入力を受けてゲートラインとデータラインに各々駆
動信号を印加するための統合ＰＣＢ３２５は液晶表示パネルのデータライン側のデータ側
ＴＣＰ３２４に接続される。
【００５１】
統合ＰＣＢ３２５はコンピュータなどのような外部の情報処理装置（図示せず）から発生
した画像信号の印加を受けて液晶表示パネルにデータ駆動信号を提供するためのソース部
と液晶表示パネルのゲートラインにゲート駆動信号を提供するためのゲート部が形成され
ている。
【００５２】
即ち、統合ＰＣＢ３２５は液晶表示装置を駆動するための信号であるゲート駆動信号、デ
ータ信号及びこれら信号を適切な時期に印加するための複数のタイミング信号を発生させ
、ゲート駆動信号はゲートＴＣＰ３２３を通じて液晶表示パネルのゲートラインに印加し
、データ信号はデータＴＣＰ３２４を通じて液晶表示パネルのデータラインに印加する。
【００５３】
モールドフレーム３３０は外郭部に一定した支持部を備えて、ディスプレーユニット３２
０を支持し、下端部において、下部に備えられる複数の光学シート３４０、導光板３５０
及び反射板３６０の位置を固定するようにボトムシャーシ３７０と結合する。
【００５４】
光学シート３４０は下部に備えられる導光板３５０から射出された光の輝度を向上させる
。このような光学シートについては、次の図４を参照してより詳細に説明する。
【００５５】
導光板３５０は両側部に備えられる第１及び第２ランプユニット３５２、３５４から入射
された光を光学シート３４０を経てディスプレーユニット３２０側に指向させるように、
光の経路を変更する。特に、第１ランプユニット３５２と第２ランプユニット３５４は光
を発生するためのランプと、前記ランプを取囲み前記ランプから発生される光を一方向に
反射させるためのランプカバーを各々含むことが望ましい。ここで、ランプは主に冷陰極
線管が使用され、ランプカバーはランプから発生された光を導光板３５０側に反射させ集
光効率を高める役割を有する。
【００５６】
また、第１及び第２ランプユニット３５２、３５４は後述されるボトムシャーシ３７０の
対向する側壁に挿入して固定される。第１及び第２ランプユニット３５２、３５４で発生
された光は後述される導光板３５０の対向する側面部に入射することになる。
【００５７】
第１及び第２ランプユニット３５２、３５４とボトムシャーシ３７０との具体的な結合構
造は後述されるボトムシャーシ３７０で説明し、上述した導光板については図５を参照し
てより詳細に説明する。
【００５８】
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反射板３６０は導光板３５０から漏洩した光を再び導光板に反射させる。
【００５９】
ボトムシャーシ３７０は複数の光学シート３４０を固定するための突出部と導光板３５０
を固定するための固定用ボスを備えて、光学シート３４０、導光板３５０及び反射板３６
０を収納してモールドフレーム３３０と締結される。特に、ボトムシャーシ３７０は金属
のような熱に関しての伝導性材質からなることが望ましいが、このような伝導性材質を利
用することにより、相対的に熱伝導性が低いボトムモールドフレームの使用を排除するこ
とができ、また第１及び第２ランプユニット３５２、３５４から発生される熱が優れた熱
伝導性を有したボトムシャーシ３７０により外部に容易に発散されることができるために
、熱による液晶表示装置の品質不良を改善させることができる。
【００６０】
以上では、導光板の側面にランプを設けるエッジ方式を用いる液晶表示装置を一例として
説明したが、本発明の技術的思想は一つのランプユニットを用いた液晶表示装置でも同一
の目的及び効果を達成することができる。
【００６１】
また、導光板の背面に配置される拡散板の下部面に複数個のランプを液晶表示装置の長さ
方向に沿って設ける直下方式でも同様に適用することができる。
【００６２】
図４は図３の液晶表示装置に備えられる光学シートを示した平面図である。
【００６３】
図３と図４に示すように、光学シート３４０には導光板３５０の端辺方向の両側部と対応
する両端部から延びて所定幅を有するように突出したシート固定部３４２、３４４、３４
６が各々形成され、シート固定部３４２、３４４、３４６にはシート固定部３４２、３４
４、３４６を貫通して後述されるボトムシャーシ３７０の固定用ボスに結合される固定ホ
ール３４２ａ、３４４ａ、３４６ａが形成されている。
【００６４】
ここで、シート固定部３４２、３４４、３４６は本発明の一実施形態に示したように、光
学シート３４０の対向する両端部に形成個数を相違させて、光学シート３４０の実装時に
作業者が光学シート３４０を逆に組立てることを防止することができる。
【００６５】
図５は上述した図３の液晶表示装置に備えられる導光板を説明するための斜視図である。
【００６６】
図３と図５に示すように、導光板３５０はディスプレーユニット３２０の液晶表示パネル
に対応する大きさと共に均一な厚さを有する平面形状からなっており、一般的にアクリル
のようなプラスチック系の透明な物質により構成されている。勿論、図示したように導光
板３５０の両側部にランプユニットが配置される場合には、導光板３５０は均一な厚さを
有する平面形状（又はフラットタイプ導光板）で形成することができるが、ランプユニッ
トが導光板のいずれか一側部に備えられる場合には、導光板３５０の上面は液晶表示パネ
ルに平行であり、底面は一側から他の一側に行くほど厚さが増加され、又は減少されるく
さび形状（又はウェッジタイプ導光板）を有するように形成されることもできる。
【００６７】
また、導光板３５０の対向する端面方向の両側面には、各側面から導光板３５０の内部に
向かって所定幅を有し、大略「コ」字形状からなったガイド溝３５０ａ、３５０ｂが形成
され、導光板３５０がボトムシャーシ３７０内に収納された状態で衝撃などにより導光板
３５０が水平方向に移動されることを防止することができるようになっている。勿論、図
面上には導光板の両側部に二つのガイド溝を備えることを説明したが、ボトムシャーシ３
７０に備えられる固定用ボスの数と位置に連動することは自明である。
【００６８】
また、導光板３５０の下部面にはドットパターン（図示せず）が一定間隔に配列して印刷
されるものが望ましいが、この場合第１及び第２ランプユニット３５２、３５４から発生
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された光が導光板３５０の両側部に入射され印刷されたドットパターンにより反射された
後、上側に進行することになる。
【００６９】
導光板３５０の下部には図３に示したように反射板３６０が備えられる。このような反射
板３６０は第１及び第２ランプユニット３５２、３５４から発生された光のうちでドット
パターンにより反射されずに、下部に漏洩される光を再び導光板３５０に反射させること
により、光の効率を高くする。反射板３６０は導光板３５０に形成されたガイド溝３５０
ａ、３５０ｂと同一形状のものを備えることができ、またこのようなガイド溝形状を備え
ないこともできる。
【００７０】
導光板３５０の上部には導光板３５０から射出される光の輝度を均一にするための複数の
シートからなった光学シート３４０が備えられる。ここで、光学シート３４０は導光板３
５０から射出される光の光束分布が均一であるように拡散させる役割を有すると共に、拡
散された光を再び液晶表示パネルの平面に対して垂直な方向に集光させる役割を有する。
【００７１】
図６は本発明の一実施形態によるボトムシャーシの支持部材の構造を示す図であり、図７
は前記した図３の液晶表示装置でランプユニットの収納構造を説明するための分解斜視図
である。
【００７２】
図６に示すように、ボトムシャーシ３７０は基底面と四つの側壁からなった収納空間から
なり、収納空間内に反射板３６０、導光板３５０及び光学シート３４０を順に積層して収
納する。
【００７３】
ボトムシャーシ３７０の四つの側壁のうち、短辺方向の互いに対向する側壁を第１及び第
２側壁５１０、５２０と称し、長辺方向の互いに対向する側壁を第３及び第４側壁５３０
、５４０と称する。図６を参照しボトムシャーシ３７０の構造をより具体的に説明する。
【００７４】
ボトムシャーシ３７０は第１側壁５１０と第２側壁５２０の中央部に導光板３５０のガイ
ド溝３５０ａ、３５０ｂの形状と対応してガイド溝３５０ａ、３５０ｂに結合されること
ができるように第１及び第２側壁５１０、５２０の内面から導光板３５０側に所定幅を有
し、突出された第１及び第２支持部材２５１０、２５２０が形成されている。
【００７５】
より詳細には、第１支持部材２５１０は第１側壁５１０から内部側、即ち、導光板３５０
側に突出される第１部分２５１２と、第１側壁５１０から内側に突出される第２部分２５
１４と、第１及び第２部分２５１２、２５１４間に延びボトムシャーシ３７０の基底面と
平行である第３部分２５１６を備え、第１乃至第３支持部分２５１２、２５１４、２５１
６により画成される締結孔２５１８を備えて、収納される導光板３５０が収納位置で移動
されることを防止する。
【００７６】
また、第２支持部材２５２０は第２側壁５２０から内部側、即ち導光板３５０側に突出さ
れる第４支持部分２５２２と、第２側壁５２０から内側に突出される第５部分２５２４と
、第４及び第５支持部分２５２２、２５２４間に延びボトムシャーシ３７０の基底面と平
行である第６支持部分２５２６を備え、第４乃至第６支持部分２５２２、２５２４、２５
２６により画成される締結孔２５２８を備えて、収納される導光板３５０が収納位置で移
動されることを防止する。
【００７７】
このように、第１及び第２支持部材２５１０、２５２０は第１及び第２側壁５１０、５２
０の一部が切開され導光板３５０側に折り曲げられたことで、第１支持部材２５１０のボ
トムシャーシ３７０の基底面からの高さはこれと対応する導光板３５０のガイド溝３５０
ａの高さより低いように形成される。
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【００７８】
以上で説明した導光板３５０の移動防止構造は、導光板３５０を第１支持部材２５１０ａ
及びモールドフレーム３３０の第３支持部材３３２により同時に支持することができるた
めに、構造的な側面で、一つの支持部材のみによる固定効果より優れる信頼性を有し、導
光板３５０をより確実に固定させることができるという長所がある。
【００７９】
これにより、液晶表示装置の外部より大きい衝撃が加えられた場合、導光板３５０の荷重
により導光板３５０を支持する支持部材が変形を起こして破損されることを予め防止する
ことができる。
【００８０】
一方、ボトムシャーシ３７０に結合されるモールドフレーム３３０には、図８に示したよ
うに、ボトムシャーシ３７０の第１支持部材２５１０に対応して第１支持部材２５１０と
共にガイド溝３５０ａに結合されることができるように、上側内面から所定幅を有し第３
支持部材３３２が形成されている。
【００８１】
より詳細には図９から明らかなように、モールドフレーム３３０の第３支持部材３３２は
モールドフレーム３３０の側壁から突出された第１及び第２部分１４２１、１４２２と、
第１部分１４２１と第２部分１４２２を連結する第３部分１４２３と、第３部分１４２３
からモールドフレーム３３０の側壁側に突出される第４部分１４２４と、第４部分１４２
４から延びて突出する第５部分１４２５と、第５部分１４２５に延びて第３部分１４２３
方向に突出する第６部分１４２６からなる。
【００８２】
詳細には説明しなかったが、モールドフレーム３３０の第３支持部材３３２に対向する面
にボトムシャーシ３７０の第２支持部材２５２２と共にガイド溝に結合される他の支持部
材３３４をさらに備えることが望ましい。
【００８３】
図８は図３に示したモールドフレームの背面構造を示した背面図である。
【００８４】
図３と図８に示すように、モールドフレーム３３０はボトムシャーシ３７０のように直六
面体のボックス形状を有し、上面と下部は開口され光学シート３４０に対して液晶表示パ
ネル３２０を露出させ、画像情報を表示するディスプレーユニットである液晶表示パネル
３２０を収納する。
【００８５】
また、モールドフレーム３３０の側壁には図６に示したボトムシャーシ３７０に形成され
た複数の締結孔５１０ａ、５１０ｂ、５２０ａ、５２０ｂ、５３０ａ、．．．、５３０ｄ
、５４０ａ、．．．、５４０ｄに対応して側壁の内面から所定部分で突出された複数の締
結突起３３０ａ、．．．、３３０１が形成されている。これにより、モールドフレーム３
３０はモールドフレーム３３０の締結突起３３０ａ、．．．、３３０１とボトムシャーシ
３７０の締結孔５１０ａ、５１０ｂ、５２０ａ、５２０ｂ、５３０ａ、．．．、５３０ｄ
、５４０ａ、．．．、５４０ｄとの結合によりボトムシャーシ３７０の外郭を取囲むよう
に結合され、光学シート３４０、導光板３５０及び反射板３６０がボトムシャーシ３７０
内で上下方向及び左右方向に移動することを防止する。
【００８６】
また、モールドフレーム３３０の側壁には図６に示したボトムシャーシ３７０の第１及び
第２支持部材２５１０、２５２０に対応して、前述した第１及び第２支持部材２５１０、
２５２０と共にガイド溝３５０ａ、３５０ｂに結合されることができるように上側内面か
ら所定幅を有するよう突出された第３及び第４支持部材３３２、３３４が形成されている
。
【００８７】
図１０は、図６のボトムシャーシと前述した図９のモールドフレームが結合された状態を
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示す部分断面図である。
【００８８】
図６、９、１０に示すように、モールドフレーム３３０とボトムシャーシ３７０が結合さ
れた状態でモールドフレーム３３０の第３支持部材３３２はボトムシャーシ３７０の第１
支持部材２５１０と共に導光板３５０のガイド溝３５０ａと結合して第１支持部材２５１
０の上面と相接して支持される。
【００８９】
これにより、ボトムシャーシ３７０の基底面からの第１支持部材２５１０の高さｔ１とモ
ールドフレーム３３０の基底面からの第３支持部材３３２の高さｔ２の和は反射板３６０
、導光板３５０及び光学シート３４０が積層された高さと同一になる。
【００９０】
従って、モールドフレーム３３０とボトムシャーシ３７０を組立てる場合、第１及び第３
支持部材２５１０、３３２が導光板３５０のガイド溝３５０ａに同時に結合され、導光板
３５０を支持することができるために、ボトムシャーシ３７０内で導光板３５０の水平移
動を防止することができる。
【００９１】
図１１は本発明の他の実施形態によるボトムシャーシの構造を示した斜視図であり、図１
２は反射板と導光板の付着関係の一例を説明するための図であり、前記図６と比較して同
様の構造要素については同じ符号を付与し、その説明は省略する。
【００９２】
図３と図１１、図１２に示すように、ボトムシャーシ３７０の第１側壁５１０と第２側壁
５２０の各中央部には導光板３５０の両端部に形成されたガイド溝３５０ａ、３５０ｂに
対応して内面から導光板３５０側に所定幅を有し、「コ」字形状に突出された第１及び第
２支持部材５１２、５２２が形成されている。各々の第１及び第２支持部材５１２、５２
２は導光板３５０のガイド溝３５０ａ、３５０ｂと結合してボトムシャーシ３７０内に収
納される導光板３５０がボトムシャーシ３７０内で移動することを防止する。ここでは、
ボトムシャーシの第１及び第２側壁５１０、５２０に二つの支持部材が形成されることを
一例で説明したが、いずれか一つの側壁に支持部材を形成することができ、一つの側壁に
二つ以上の支持部材を形成することもできる。
【００９３】
より詳細には、第１支持部材５１２は第１側壁５１０から内部側に、即ち、導光板３５０
側に突出される第１部分５１２ａと、第１側壁５１０から内側に突出される第２部分５１
２ｂと、第１及び第２部分５１２ａ、５１２ｂに各々連結され、第１側壁５１０に平行で
ある第３部分５１２ｃからなり、収納される導光板が収納位置で移動されることを防止す
る。
【００９４】
また、第２支持部材５２２は第２側壁５２０から内部側に即ち、導光板３５０側に突出さ
れる第４部分５２２ａと、第２側壁５２０から内側に突出される第５部分５２２ｂと、第
４及び第５部分５２２ａ、５２２ｂに各々連結され、第２側壁５２０に平行である第６部
分５２２ｃからなり、収納される導光板３５０が収納位置で移動されることを防止する。
【００９５】
また、ボトムシャーシ３７０の第１乃至第４側壁５１０、５２０、５３０、５４０には、
多数の締結孔５１０ａ、５１０ｂ、５２０ａ、５２０ｂ、５３０ａ、．．．、５３０ｄ、
５４０ａ、．．．、５４０ｄを備えて、モールドフレーム３３０との締結を通じてボトム
シャーシ３７０内で光学シート３４０、導光板３５０及び反射板３６０の移動を防止する
。
【００９６】
また、ボトムシャーシ３７０の第１側壁５１０と第２側壁５２０の各上面にはボトムシャ
ーシ３７０内に収納される光学シート３４０の位置を固定するために、シート固定部３４
２，３４４，３４６の固定ホール３４２ａ，３４４ａ，３４６ａに対応し、第１及び第２
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側壁５１０、５２０の各上面から所定高さを有するように突出された固定用ボス５１４、
５２４、５２５が形成されている。
【００９７】
導光板３５０はボトムシャーシ３７０の第１及び第２支持部材５１２、５２２と導光板３
５０のガイド溝３５０ａ、３５０ｂの作用によりボトムシャーシ３７０内で固定されるこ
とができるが、導光板３５０の下部に位置する反射板３６０にはその適切な固定部が備え
られなくて（図１２に示す反射板３６０内の切り欠きは支持部材５１２，５２２を通過さ
せるためのものでこの例では支持部材との係合による位置決めは行わない）、導光板３５
０及び光学シート３４０に対して可変的な位置移動をする可能性がある。
【００９８】
これを防止するために、図１２に示したように、ディスプレーユニット３２０のディスプ
レー有効領域に直接的に影響を及ぼさない導光板３５０の背面一側と反射板３６０の上面
一側は両面テープ（斜線表示）のような所定の接着手段により取付けられる。これにより
、反射板３６０は導光板３５０と一体に結合されるために、導光板３５０の位置が固定さ
れると、反射板３６０の位置も自ずと固定されることになる。
【００９９】
一方、第１及び第２支持部材５１２、５２２の高さはボトムシャーシ３７０内に収納され
る導光板３５０及び反射板３６０の移動を十分に防止することができるようにするために
、導光板３５０と反射板３６０が結合された高さと同一に形成することが望ましい。
【０１００】
また、ボトムシャーシ３７０の第３側壁５３０と第４側壁５４０の一端部には第１ランプ
ユニット３５２と第２ランプユニット３５４が実装されることができるように大略「コ」
字形状からなり、ボトムシャーシ３７０の内側方向に折り曲げられたランプ挿入部が形成
されている。これにより、第１及び第２ランプユニット３５２、３５４はランプ挿入部が
開口された端部を通じてボトムシャーシ３７０の外側からスライディング挿入され、第３
及び第４側壁５３０、５４０内に実装される。
【０１０１】
前述した本発明の一実施形態では、導光板と結合して導光板の移動を防止する第１及び第
２支持部材５１２、５２２の形状を大略「コ」字形で形成したが、導光板３５０の移動を
防止する構造であれば、多様な形状に変更して適用することができる。
【０１０２】
図１３と図１４は図６のボトムシャーシの背面構造を説明するための図である。
【０１０３】
図１３および図１４に示すように、ボトムシャーシ３７０の背面には、背面から部分的に
突出し、前記した図３のモールドフレーム３３０の外縁に沿って折り曲げられた統合ＰＣ
Ｂ４１８を背面において接地すると同時に固定するための複数の第１接地部５５２、５５
４、５５６が形成されている。
【０１０４】
第１接地部５５２、５５４、５５６は統合ＰＣＢ３２５に形成された第２接地部３２５ａ
、３２５ｂ、３２５ｃと相接し、統合ＰＣＢ３２５をボトムシャーシ３７０に固定すると
同時に接地する。ここで、第１接地部５５２、５５４、５５６にはねじとの結合のための
所定直径を有する貫通孔が形成され、統合ＰＣＢ４１８の第２接地部に形成された貫通部
と共にねじで締結してボトムシャーシ３７０の背面に第２接地部を固定させる。
【０１０５】
また、統合ＰＣＢ３２５がボトムシャーシ３７０の背面に固定された状態で統合ＰＣＢ３
２５が外部に露出されないように、統合ＰＣＢ３２５をカバーするＰＣＢカバー（図示せ
ず）を別途に備えることが望ましい。
【０１０６】
一方、ボトムシャーシ３７０と統合ＰＣＢ３２５が接触し、所定のねじにより締結される
第１接地部５５２、５５４、５５６及び第２接地部３２５ａ、３２５ｂ、３２５ｃを除外
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した部分には絶縁テープのような絶縁部材を取付けて統合ＰＣＢ３２５に実装された回路
部がボトムシャーシ３７０と電気的に接触されることを遮断することが望ましい。
【０１０７】
図１５は前述した図３に示したモールドフレームの背面構造の他の実施形態を示した背面
図として、特に前記した図１１のボトムシャーシに対応するモールドフレームを示し、前
述した図８のものと同一の構成要素については同一の符号を付与し、その説明は省略する
。
【０１０８】
図１６は前記した図３のバックライトアセンブリの収納及び固定構造を示すための図であ
る。
【０１０９】
図３と図１６に示すように、ボトムシャーシ３７０に形成された溝に第１及び第２ランプ
ユニット３５２、３５４が内挿され、ボトムシャーシ３７０の内側に反射板３６０、導光
板３５０及び光学シート３４０が順に定着された後にモールドフレーム３３０と締結され
る。
【０１１０】
また、ＰＣＢカバー７００はディスプレーユニット３２０に連結された統合ＰＣＢ３２５
がその一部をボトムシャーシ３７０の背面に固定された状態で統合ＰＣＢ３２５が外部に
露出されないように統合ＰＣＢ３２５をカバーする。
【０１１１】
図１７は前述した図３のディスプレーユニットの収納及び固定構造を示すための図である
。
【０１１２】
図３と図１７に示すように、モールドフレーム３３０の開口された内側縁部分に形成され
た端ジョーにはディスプレーユニット３２０が定着される。
【０１１３】
また、ディスプレーユニット３２０の上部には統合ＰＣＢ３２５とゲート側ＴＣＰ３２３
をモールドフレーム３３０の外部に折り曲げさせながら、ボトムシャーシ３７０の背面部
に回して固定するためにトップシャーシ３１０が提供される。ここで、トップシャーシ３
１０はモールドフレーム３３０と同様直六面体の形状を有し、上面部は液晶表示パネルを
露出させるために開口されており、側壁部は内側垂直方向に折り曲げられて液晶表示パネ
ルの上面縁部分をカバーする。
【０１１４】
また、モールドフレーム３３０の外部に折り曲げられるゲート側ＴＣＰ３２３に実装され
た複数の集積回路がモールドフレーム３３０の外面と直接的に接触し損傷されることを防
止するために、ゲート側ＴＣＰ３２３が接触するモールドフレーム３３０の側壁には所定
間隔で離隔される複数のリブを形成し、リブにより集積回路に過大な力がかかることを防
止できるようにする。
【０１１５】
フロントケース２００はトップシャーシ３１０の上部に配置され、トップシャーシ３１０
とディスプレーユニット３２０をカバーし、モールドフレーム３３０と締結される。
【０１１６】
図１８は前記図１６のＰＣＢカバーを説明するための斜視図であり、図１９は前記ボトム
シャーシと結合された統合ＰＣＢの構造を説明するための図である。
【０１１７】
図１８に示したように、ＰＣＢカバー７００は統合ＰＣＢ３２５をカバーする程度の面積
を有し、ボトムシャーシ３７０の複数の第１接地部５５２、５５４、５５６に対応して複
数の貫通口７１０、７２０、７３０を備える。
【０１１８】
図１８と図１９に示すように、ボトムシャーシ３７０に形成された複数の第１接地部５５
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２、５５４、５５６は統合ＰＣＢ３２５の底面から一定部分突出された第２接地部３２５
ａ、３２５ｂ、３２５ｃと結合して接地される。ここで、第２接地部３２５ａ、３２５ｂ
、３２５ｃには第１接地部５５２、５５４、５５６の第１貫通孔と対応する第２貫通孔を
形成して統合ＰＣＢ３２５をボトムシャーシ３７０に固定し、ＰＣＢカバー７００をボト
ムシャーシ３７０に固定された統合ＰＣＢ３２５の上部にねじ７１０を通じて締結して、
統合ＰＣＢ３２５が外部に露出されることを防止する。
【０１１９】
前述した本発明の実施形態によると、ボトムシャーシ３７０に形成された支持部材を通じ
て導光板の収納位置を固定して導光板の移動を防止する構造になっている。しかし、この
ような導光板３５０の移動防止構造は以後に説明する本発明の他の実施形態を通じても同
様に達成されることができる。
【０１２０】
図２０は本発明のさらに他の実施形態によるボトムシャーシの支持部材の構造を示した図
として、図６のものと同一の構成要素については同一の参照符号を使用し、その構成要素
における説明は省略する。
【０１２１】
図６と図２０に示したように、ボトムシャーシ３７０の第１側壁５１０と第２側壁５２０
の中央部には導光板３５０の両端部に形成されたガイド溝３５０ａ、３５０ｂに対応して
第１及び第２側壁５１０、５２０から導光板３５０側に所定幅で、大略「コ」字形状を有
するように突出された第１及び第２支持部材１５１２、１５２２が形成されている。ここ
で、ボトムシャーシの第１及び第２側壁に各々一つの支持部材が形成されることを一例で
説明したが、いずれか一つの側壁に支持部材を形成することができ、一つの側壁に二つ以
上の支持部材を形成することもできる。
【０１２２】
より詳細には、第１支持部材１５１２は第１側壁５１０から内部側に即ち、導光板３５０
側に突出される第１部分１５１２ａと、第１側壁５１０から内側に突出される第２部分１
５１２ｂと、第１支持部分１５１２ａに連結され、第１側壁５１０に平行である第２部分
１５１２ｃと、第２部分１５１２ｂに連結され第１側壁５１０に平行である第４部分１５
１２ｄからなり、収納される導光板が収納位置で移動されることを防止する。
【０１２３】
また、第２支持部材１５２２は第２側壁５２０から内部側に即ち、導光板３５０側に突出
される第５部分１５２２ａと、第２側壁５２０から内側に突出される第６部分１５２２ｂ
と、第５部分１５２２ａに連結され第２側壁５２０に平行である第７部分１５２２ｃと、
第６部分１５２２ｂに連結され第２側壁５２０に平行である第８部分１５２２ｄからなり
、収納される導光板が収納位置で移動されることを防止する。
【０１２４】
ここで、第１及び第２支持部材１５１２、１５２２各々には、一部が切開されることから
なった開口部１５１２ｅ、１５２２ｅが形成されている。ここで、支持部材１５１２、１
５２２に開口部１５１２ｅ、１５２２ｅを形成することは実際的にボトムシャーシ３７０
を樹脂製とした場合にその射出時支持部材１５１２、１５２２の本来的機能をそのままに
維持した状態で成形性をより容易にすることができるようにするためである。
【０１２５】
一方、ボトムシャーシ３７０の第１側壁５１０と第２側壁５２０の各上面はボトムシャー
シ３７０内に収納される光学シート３４０の位置を固定するために、シート固定部３４２
，３４４，３４６の固定ホール３４２ａ，３４４ａ，３４６ａに対応し、第１及び第２側
壁５１０、５２０の各上面から所定高さを有するように突出された固定用ボス５１４、５
２４、５２５が形成されている。
【０１２６】
これにより、光学シート３４０は固定用ボス５１４、５２４、５２５と固定ホール３４２
ａ、３４４ａ、３４６ａの結合によりボトムシャーシ３７０内で水平方向の移動が防止さ
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れる。ここで、固定用ボスの数は光学シートに備えられる固定部３４２，３４４，３４６
と連係されるので、第１側壁５１０と第２側壁５２０に備えられる固定用ボスの設置個数
を互いに相異させて、作業者が液晶表示装置を組立てる場合、光学シート３４０の上面と
下面を覆して組立てることを防止することができる。
【０１２７】
図４に示した光学シートの場合、ボトムシャーシ３７０の第１支持部材５１２に中央より
ずらした一つの固定用ボスを形成し、第２側壁に一定間隔に離隔して二つの固定用ボスを
形成することにより、光学シート３４０が覆した状態であるいは図４に示した向きとは異
なるいかような配置でも結合が不可能にすることにより、作業者の誤りにより光学シート
３４０が誤った向きで結合されることを防止することができる。
【０１２８】
以上のような構成を有する本発明による液晶表示装置の組立手順を前述した図３乃至図１
２を参照して詳細に説明すると次のとおりである。
【０１２９】
まず、第１ランプユニット３５２及び第２ランプユニット３５４をボトムシャーシ３７０
の各側壁５３０，５４０の一端に形成された開口部を通じて挿入して装着する。
【０１３０】
次に、ボトムシャーシ３７０の収納空間で反射板３６０の一部が取り付けられた導光板３
５０をボトムシャーシ３７０の支持部材５１２、５２２に導光板３５０のガイド溝３５０
ａ、３５０ｂを結合させながら基底面に定着させる。ここで、支持部材５１２、５２２と
ガイド溝３５０ａ、３５０ｂとの結合により導光板３５０はボトムシャーシ３７０内で水
平方向に関しては移動されずに、その結合位置で固定されることができる。同時に、反射
板３６０は導光板３５０と一体に取付けられているために、導光板３５０と共に移動され
ずに、固定される。
【０１３１】
次に、光学シート３４０をボトムシャーシ３７０の固定用ボス５１４、５２４、５２５に
光学シート３４０の固定ホール３４２ａ、３４４ａ、３４６ａを結合させながら、導光板
３５０上に順に積層させる。ここで、光学シート３４０両端にはシート固定部３４２、３
４４，３４６の個数が互いに異なって備えられているために、万一、作業者の不注意によ
り光学シート３４０を覆して積層させると、固定用ボス５１４、５２４、５２５と固定ホ
ール３４２ａ、３４４ａ、３４６ａが結合されることができないようになっている。
【０１３２】
従って、光学シート３４０がボトムシャーシ３７０内で常に正確な位置にセッティングさ
れることができ、また固定用ボス５１４、５２４、５２５と固定ホール３４２ａ、３４４
ａ、３４６ａとの結合により光学シート３４０はボトムシャーシ３７０に収納された状態
で水平方向の移動を防止することができる。
【０１３３】
これと別に、図示しなかったが、ボトムシャーシ３７０の背面にはＡ/Ｄボード（図示せ
ず）及びインバータボード（図示せず）が結合される。
【０１３４】
続いて、ボトムシャーシ３７０と対向してモールドフレーム３３０を結合し、反射板３６
０、導光板３５０及び光学シート３４０をボトムシャーシ３７０に固定する。ここで、モ
ールドフレーム３３０の締結突起３３０ａ、．．．、３３０１がボトムシャーシ３７０の
締結孔５１０ａ、５１０ｂ、５２０ａ、５２０ｂ、５３０ａ、．．．、５３０ｄ、５４０
ａ、．．．、５４０ｄにフック結合されると、モールドフレームはボトムシャーシ３７０
の外面に密着して結合される。
【０１３５】
以後、モールドフレーム３３０の上部にディスプレーユニット３２０を定着し、ディスプ
レーユニット３２０の上面でトップシャーシ３０１０をモールドフレーム３３０の外面に
結合する。ここで、データ側ＴＣＰ３２４を通じて液晶表示パネルに電気的に接続されて
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シャーシ３７０の背面に固定させる。
【０１３６】
また、ボトムシャーシ３７０に固定された統合ＰＣＢ３２５をＰＣＢカバー７００で覆っ
て統合ＰＣＢ３２５が外部に露出されないようにする。
【０１３７】
また、図示しなかったが、モールドフレーム３３０の側壁外面には所定の締結孔を形成し
、トップシャーシ３１０の側壁には締結孔と対応する所定の締結突起を形成してモールド
フレーム３３０とボトムシャーシ３７０の結合構造と類似に結合させることができる。
【０１３８】
以後、図３に示したように、トップシャーシ３１０側でフロントケース２００が結合され
、フロントケース２００と対向してボトムシャーシ３７０側でリアケース４００が結合さ
れ本発明の液晶表示装置が完成される。
【０１３９】
以上、本発明の実施例によって詳細に説明したが、本発明はこれに限定されず、本発明が
属する技術分野において通常の知識を有するものであれば本発明の思想と精神を離れるこ
となく、本発明を修正または変更できるであろう。
【０１４０】
即ち、以上では平板表示装置の一例として液晶表示装置を説明したが、ＰＣＢモジュール
上での駆動方式が類似するプラズマ表示装置ＰＤＰとか有機電界発光表示装置（ＥＬ）な
どの一般的なフラットパネル表示装置にもそのままに適用することができ、本発明は請求
範囲を外れない範囲内で多様な変更及び実施が可能である。
【符号の説明】
【０１４１】
１１０、２００ フロントケース
１２０、３１０ トップシャーシ
１３３ ミドルモールドフレーム
１３４ バックライトアセンブリ
１４０、３７０ ボトムシャーシ
１５０ ボトムモールドフレーム
１６０、４００ リアケース
３００ 液晶表示モジュール
３２０ ディスプレーユニット
３３０ モールドフレーム
３４０ 光学シート
３５０ 導光板
３６０ 反射板
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